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おける放電頻度の減少分，すなわち dynamic index (D 1 )を求め， 個々のニューロンについて関口
速度との関係を調べると 両者聞には有意の相関が認められた乙とから，その回帰直線の傾きを
velocity sensitivity と定義した。一方，中脳路核の細胞には SCh の投与によって D 1 が増大す
るものとほとんど変化しないものとが存在し，前者では velocity sensitivity が大きく，後者で
は小さかった。筋紡錘には核袋線維と核鎖鰍佐の二種類の錘内線維があるが， SCh はこのうち核袋線維




するタイプrn ，および岐筋活動持続時間内のみに活動を示すタイプ町の 4 タイプに分類できた。乙のうち，
タイプ町は，下顎の受動的関口に応答を示すものの，その闘値が他の 3 タイプに比べて高く，筋紡錘から
の感覚を伝えているものとは考えにくい。これに比して，タイプ 1 ， n ，田の細胞は関口による筋伸展に
対して極めて敏感であり，筋紡錘からの情報を伝える細胞であると考えられる。記録できた細胞のうち，
タイプ I およびタイフ。置が比較的多く存在し， SCh ~L:感受性のあるものではタイプ 1 ，亜が，感受性の
ないものではタイプ 1 ， n が多かった。また，テスト物体阻H爵中に放電頻度が増大したのは， SCh'乙感
受性を有しているタイプ匝であった。
したがって本研究の結果，阻鴫時の閉口筋活動の調節には 歯根膜感覚以外にも閉口筋中の筋紡錘の一
次終末が関与している乙とが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は閉口筋中の筋紡錘からの求心性情報(筋感覚入力)が哩瞬時の閉口筋活動の調節にどのように
関与しているかをウサギを用いて検討したものである。
その結果，岨H爵時の間口筋活動の調節には，閉口筋筋紡錘からの感覚入力が歯根膜からの感覚入力と共
に重要な役割を果たしている乙とが明らかとなった。また この筋紡錘感覚入力としては特に一次終末が
関与している乙とが示唆された。
本研究は，従来解明されていなかった閉口筋活動の調節に対する関口筋感覚入力の役割を明らかにした
ものであり，食物の性状に対応した岨H爵圧調節の神経機構を解明する上で極めて有益な示唆を与えるもの
である。よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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